
 

 

 

 

 

  うちの子どもたちは普段、学校での出来事はあまり話してくれません 

  そのため、学習発表会は子どもたちの日常を知る貴重な機会です。 

  １年生の熊の校長先生、３・４年生のさんこきつね、５年生の金鮎の一生 

 ６年生の楽しそうな修学旅行報告  大きな声で歌い発表している姿は、家で 

 の我が子とは同一人物とは思えないほど頼もしく思えます。 

 「親バカ」と思いつつうちの子が一番と思うのは私だけではないですよね。 

                            川村節子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月４日（土） 

  小雨から土砂降りに変わり、中止かなと思いながら 

 学校にむかうと、決行したとの事で早速朝食の準備が始まったが、相変わらず雨は 

 止まず、不安を残しながらも準備が終わり、始めの集いが始まる。 

  校長先生の「あと１４分程で雨が止む予定です」という言葉に勇気づけられ（？） 

 チャレンジタイムが始まる。 

  ふと気付くと、子ども達の思いが通じたのか雨が止み、絶好のチャレンジタイム 

 日和になっていた。 

  子ども達の為に、かじか釣りに奮闘する保護者や先生。 

  普段やんちゃな子ども達も清流会の先生の指導の元、真剣な顔でアユ釣りやかじ 

 か釣りに取り組んでいる。 

  皆の頑張りで、沢山獲れたカジカのから揚げや、鮎の塩焼きは本当に絶品でした。 

 最後に総務委員をはじめ、保護者や先生、清流会の皆さん本当にご苦労様でした。 

                             大谷美奈子 

 

 

 

  

春に耕した学校の畑で、ヘチマ、ミニトマト、

じゃがいも、パプリカ、にんじん、トウモロコ

シ、小玉のスイカ、スイカ、メロン、枝豆、ナ

ス、さつまいも、おくら、大根などが育ちまし

た。育ったものも、あまり大きくならず、残念

なものもありました。今年の反省をふまえ

て、畑の準備をし、来年はたくさんの実りを

期待したいです。 

 

 

 

 

 

 １０月４日の、町民わくわ

くスポーツフェスティバル

で、南金沢小学校ドッチボー

ルは、第３位に輝きました。 

 おめでとうございます。 

 

 

 

 

            

 春に菌を植えつけたほだ木からナメコが顔

を出しました。収穫し、給食の味噌汁に入れて

食べたそうです。 

 採った感触、味ともに思い出に残るのでは 

ないでしょうか？ 

 協力してくださった滝吉さん、ありがとうご

ざいました。 

おめでとう！ 

                                              発行元 南金沢小ＰＴ：  ΝΟ. ３    

                        発行日 平成２１年 １１月 １７日 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

              

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 



 

 

  

 今年度から始まった読み聞かせも半年がすぎました。県立図書館からお借りした、大型絵本を読む機会 

もありました。７月には、PＴ：会長の川村さんに「くもの糸」で参加していただきました。 

 また、１０月には種里八幡宮の宮司である奈良正樹さんに、手作りの紙芝居「光信公一代記」を読んでい 

ただきました。自分たちの住んでいる地域のお話を聞くことができて、とてもよかったと思います。 

  ありがとうございました。 

 

「あめのひのえんそく」 （大型絵本）作・絵 

「ともだちや」 （大型絵本）内田燐太郎 作 ・ 降矢なな 絵 

「くもの糸」（紙しばい） 

        芥川龍之介 作 ・ 諸橋精光 脚本・画 

「りんごがひとつ」ふくだすぐる 作・絵 

「わたしが ぼくがちきゅうのためにできる１０のこと」   

        メラニーウォルシュ作 山本和子 訳 

「命を大切にする心を育む絵本」 

    タックのひみつ・タタタタターッ・ありがとう 

「お月さんはきつねがすき？」神沢利子 作・井上洋介 絵 

「光信公一代記」 

「なみにゆられて」 今江祥智 作 ・ 長新太 絵 

「月のみはりばん」 とりごえまり 作 

「目黒のさんま」 川端 誠 作 

「なにがおおきいかっていうとね」 

                  舟崎靖子作 ・ にしかわおさむ絵 

「ごめんねともだち」内田麟太郎 作 ・ 降矢なな 絵 

  

＜今後の予定＞ 

 

１１月１９日 

１２月３・１７日、１月２１日 

 ２月４・１８日、３月 ４日 

 やってみようかなと思う方、 

 ぜひご連絡ください。 

 

 

 

 ６月２１日（日）、１１月８日（日）資源回収が行われました。 

各地区からの回収、学校での荷下ろしなど、みなさんのご協力により、 

たくさん集められました。 

 このお金は来年の閉校事業のための積立や、その他に活用されること 

になっています。また、資源回収のアルミ缶が、常時回収できるように 

なりました。洗って、乾かして、つぶしてから入れ下さい。  

 川のポスター看板設置、撤去、プランターの片づけも、たくさん方の 

協力のおかげでスムーズに行われました。ありがとうございました。     

  

                  ＜次回資源回収予定  ３月７日＞ 

 

 

 
  

  

  ☆１２月１３日 参観日の日に、もちつきがあります。 

          ぜひ祖父母の方にもご協力お願いします。 

☆１２月１８日 忘年会を予定しています。今年は種里集会場で 

        やります。ゆっくりお話しましょう。 

   ☆１２月 １日 事務の坂本さんに草木染めを教えていただきます。 

           参加してみませんか。 

   ☆  来年の畑の先生を募集中です。 

      作物を植える時期、収穫の時期、肥料についてなど教えてください。   

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三びきのコブタのほんとうの話 

        ２００９年９月２９日 

 昨日の全校朝会で、「三びきのコブタの

ほんとうの話」という絵本のことを話しま

した。オオカミの側から語られたお話です。

絵本は校長室にあるのでいつでも読みに

来て下さいと話したら、昨日は５人の５・６年

生の子が読みにやってきました。今日の昼

休みは、昨日も読みに来た６年のＫ・Ｒさんが

１年生を連れてやってきました。そして、そ

の本の読み聞かせをしていました。オオカ

ミがかわいそうという感想の子もいれば、

どちらの方が正しいのかわからないとい子

もいます。また、オオカミも悪いけどコブタ

も悪いというように、それぞれ感想が違い

ます。ひとつのことを違う面から見てみる

と、今までと違うことが見えてくるようで

す。 

 草木染め 

     ２００９年１０月１６日 

 今日は、昨日ミニ白神に行って拾っ

てきた葉っぱを使って草木染めをしま

した。講師は、事務の坂本さんです。草

木染め歴８年のベテランで、草木染め

の色にこだわりたくさんの色を作り出

す名人です。子どもたちは自分たちが

拾ってきた葉っぱでどんな色に染まる

か興味津々で、一生懸命作業に取り組

みました。葉っぱを煮出し、染め液を作

りました。それに布を入れゆっくりかき

混ぜました。一度軽くすすぎ媒染液に

約１０分浸しました。また染液で染め、軽

くすすいだあとアイロンをかけて草木

染めの完成です。白神の色は、焦げ茶

色のようになりました。また、郵便局の

下で取った葉っぱで染めたのは、ベー

ジュのような色になりました。それを型

紙に挟んで自分だけのハガキを完成さ

せました。身近な葉で色が作り出せる

ことに子どもたちは深い印象を持った

ようです。 

ある日のブログから 

 

このＱＲコードを読

み取って、携帯電話か

らブログを見ること

ができます 


